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とにより予測可能にした. これらに基づき，プログラムを開発し，1 9 9 3年の豪雨災害で実際に斜面 
崩壊のあった鹿児島県のシラス斜面でハザードマップを作成するとともに当時の状況を復元して，予
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測が可能であることを検証した.
本論文で述べた時間軸をもつハザードマップは独創的で，シラス斜面のみならず他地域の研究にも 
影響を与える重要な成果である. この成果は斜面崩壊の被害拡大防止に寄与し，社会的に大きく貢献 
するものである. よって，本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した.
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